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部絶縁をはがしたものを筋電図記録用慢性電極として用い，ウレタン( 500 rr唱/kgi.v.) とクロラロ
ース (50!昭 /kgi ov.) の麻酔下で左右の佼筋・顎二腹筋に埋込み，皮下を通して頭部のソケットに
接続した。実験は術後 2---3 日経って動物が前記手術より回復した後行った。
試料としては. 0.5 cm x 0.5 cm x 5 cmの角住状に調整したニンジンを用意し床から臼由に摂取させた。
摂食時の阻H爵筋筋電図はポリグラフを用いて記録し，データレコ ダーに収録した。
三文神経知覚系分枝の切断は以下の 3 種類の組合せで片側性に行った。 1 )口蓋神経と舌神経。 2)





データ処理にはコンビュータ(日本光電， ATAC 2300) を使用して以下の項目につき分析を行った
:切断前，切断 1 日後，切断 2 週間後の 3 期における阻H爵時の顎運動の各ストロークにおける 1 )筋活
動量， 2) 筋放電の持続時間， 3) 岨H爵リズム，また 4) 全期間の左側並びに右側阻日爵回数。
ウサギは摂食開始後連続して約 800 回同一側で阻日爵した後，阻E爵側を代えて反対側でほぼ同数回阻H爵
した。また，ー摂食期聞に岨H爵側を 1--3 回交替した。






前記の三叉神経知覚枝の全切断動物では，阻日爵側は著しく非切断側(健側) ，ζ偏り，切断 2 週間後に
も切断前に比して非切断側(健側)での岨日爵比率が大きかった。この群では切断側での岨日爵回数は切断
前の半分以下に減少した。
動物が切断側で阻日爵した際，阻日爵リズムに切断 1 日後有意の遅れを認めたが切断 2 週間後では岨H爵リ
ズム・筋活動量の分散・筋放電の持続時間のいずれにも有意の変化を認めなかった。
以上の結果より三叉神経知覚枝を介する口腔粘膜並びに歯根膜からの求心性情報は，どちら側で噛む
か阻H爵側の選択決定に重要な役割を果していることが示唆された。
論文の審査結果の要旨
本論文は三叉神経感覚系分枝を切断した慢性動物(ウサギ)につき阻H爵運動の左右性を岨H爵筋筋電図
を指標 lこして分析すると共に右かみ左かみを決定する背後にある生理学的機序につき考察を加えたもの
である。三叉神経を介する求心性情報が岨H爵側の選択決定に関与することおよび，乙れら末梢からの感
覚情報と共に，運動系上位中枢が左右ほ Y均等に阻日爵するよう誘導している可能性を示唆する実験結果
であって，重要な知見をえたものである。口腔生理学的に価値ある業績であると認める。よって本研究
者は歯学博士の学位を得る資格があると認める。
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